翁 本文 中、 底本の ルビ は 「(ルビ)」 の 形式で 処理した。 

• 本 文中、 〔》1〜5〕 は 底本からの 変更 部分に 関する 

入力 者 注 を 表す。 注 は ファイルの 末尾に 置いた。 

自分 はなに よりもまず 無精 者 だ。 面倒く さがり やで 

ある。 常に 「無為 無 作」 を 夢み ている。 従って これ ま 

で 自分で 進んで 自分 を 表現 (文字 を かりて) しょうと 

した こと は 殆どない といっても いい。 まったく 今の 世 



会に 貢献し」 「人類の 愛に 目 ざめ」 「意義 ある 生活 を 送 

リ」 (等) —— というよ うな 言葉の 正反対が、 どうやら 

「酔生夢死」 にあた るら しい。 

少なくとも、 自分 はこの 世の中に 自分の 意志で 生ま 

れ でた 〔※之〕 ので はない らしい。 いくら 考えて 見て 

もそう は 思われない。 しかし、 又 父母の 意志に よって 

生まれて きた ものと も 思われない。 父母 は 子供 を 欲し 

いと 思った かも 知れない。 しかし、 生む にしても 自分 

のよう な ャクザ 者 を わざわざ 生みつ けようと は 思わな 

かった にちがいない。 仏教の 説く ように、 因縁ず くで 

諦めが つけば 世話 はない が、 僕の ような 低能児に は、 



あろう か ヮ ところで、 少しも 幸福で はな いのは 何 

故であろう。 一 切が 他人の 恩恵から 来る 幸福で、 決し 

て 自分が 真に 自分から 要求して、 獲得した 幸福で はな 

いから だ。 なぜ 土地 は 人の 物で 自分の もので はない 

か？ なぜ 家 は 人の 物で 自分の もので はない のか？ I 

I 持てる 人と 持たざる 自分と は 人と して 果して どれ 程 

の 相異が あるの か？ なぜ 他人が 所有権 を 持って、 自 

分に は それがない のか —— こんな こと を 漠然と 考えて 

くると、 僕 はいい 知れぬ 不安に 襲われて、 又 今更の よ 

うに、 この 世に 自分の 安住の 場所の ない こと を泌々 と 

感じさせられ るので ある。 それ はお 前に 金と いう もの 



がない からだ、 と 教えて くれる 人が ある。 金 はどうし 

て 得られる のか 9 と 訊ねる と、 それ は 働く ことに 

よって 得られる といわれる。 しかし、 単に 働く ことに 

よって、 人 は 果して どれ 程の 金 を 獲る ことが 出来る で 

あろう か 9 そして 働かない では、 どうして 金 を 獲 

る ことが 出来な いであろう か 9 働く と は 抑々 どう 

いう ことなの か 9 

自分 は 考える と 頭が 混沌と して 来る ので、 いつでも 

それ を 有耶無耶に 葬って しまう —— そして 所定め ず 目 

的な しに フ ラフラと 歩き 出す —— 歩いて いる 間、 動い 

ている 間 はいつ の 間に か 甚だ 呑気に なって、 目前の 周 



近頃、 僕 は 自分の 求めて いる 幸福と いう 物の 正体が 

稍々 ほんとうに わかって きた 様な 気がして いる。 それ 

はなに か？ 真理 を 体得 するとい うような ことか？ 

自由に 生きる という ことか？ 芸術に 生きる という こ 

とか？ 巨万の 富 を 得て、 物質的に 充足した 生活 をす 

る ことか？ 知識 を 出来るだけ 多く 獲得 するとい うこ 

とか？ 小説で も 書いて 有名になる という ことか？ 

社会運動に 従事して、 献身的に 働く ことが 出来る とい 

うこと か 9 なる 程、 それ 等の 慾 望 も それぞれに 容 

易に 充 たされる ことが 出来、 それに 生き 得られたら 相 

応に 自分 は 幸福 を 感じる ことが 出来る であろう。 しか 



それ は 決して 自分 を 満足させる こと は 出来ない と 思う 

僕 はか かる 異性 を 求めて、 的の ない 流浪 を 続けようと 

思う。 

僕 は 省みて 自分が なに 一 ッ 持たない 人間 だとい うこ 

と を 痛切に 感じる。 名誉 も 地位 も 財産 も、 知識 も 腕力 

も 美貌 も 技能 もなん にもない 男 だ —— それでも せめて 

年で も 若いなら、 未だし も 最早 不惑の 年に 手が 届き そ 

うにな つてい る。 それ にも拘らず 尚 一 ッ、 若く 美しく 

やさしい 女性の 愛 を (しかも 全部の) 要求して いるの 

だ。 —— なる 程、 無理 かも 知れない、 出来ない 相談 か 

も 知れない。 しかし、 僕 はそう いう 女性 を 見出す 迄 は 



頭髪が 悉く 白くな り、 顔面が 皺 苦 茶に なり、 身体が 痩 

せ さらばえ るまで、 この 地上 を 七転八倒しながら、 

呻吟き 苦しみながら、 のた 打ち まわって 浮浪し ようと 

思う 恐らく、 そのような 女性の 片鱗 を さえ 仰ぐ こ 

とが 出来ずに 何処かの 野末 か 陋巷に 野 垂死 をす る こと 

になる だろう そうな つたら、 それまでの 話で ある _ 

死んで から 先の こと は 今から 考えても 追 付かない。 

若し そんな 女性 を 発見し 得たなら、 どんな 苛酷な 所 

謂 資本主義 制度の 中で でも、 どんな 残酷な 国家 制度？ 

の 下で も、 どんな 不自由な、 窮屈な 目に 遇わされ てで 

も 自分 は それ 等の 一 切 を 耐え忍んで 幸福に 生き 得られ 



ると 思う。 或は 自分 達の 愛の 生活が 充ち 溢れて、 まる 

で そんな こと を 意識す る こと さえ 不可能になる かも 知 

れ ない。 そんな こと を 考える 余裕 さえなくなる かも 知 

れ ない。 それが 出来ない 間 は、 いくら 此の世に ユウ ト 

ピャが 実現 されても、 真の 幸福 を 感じる こと は 出来な 

いであろう。 三分 や 四 分 や 五分 や 六 分 や 七 分 や、 八 分 

や 九分の 愛で は、 決して 自分 は 満足す る こと は 出来な 

い。 考える と 自分と いう 人間 は 自分の 身分 不相応な、 

なんという 慾 深い 人間な のだろう —— つま リ、 この 地 

上で は 永久に 出来そう もない、 〔※5〕 不可能な 要求 を 

勝手にしながら、 そのために 強いて 自分 を 苦しめ 苛ん 



でい る 不幸な 妄想 者と いわれても、 自分 は それに 対し 

て 弁明す る こと は 出来そう もない ので ある。 いっそ 真 

実の 狂人に なって 世界中 の 女が 悉く 僕に その 全部の 愛 

を濺 いで 生きて いるの だとい うような 妄想 を 持ち 得た 

ら、 自分 は どれ 程 幸福になる ことが 出来る だろう。 I 

I こんな 空想 をす る だけで も、 自分 はなん となく 自分 

が少々 それに 接近し かけて いるので はない かと も 考え 

られ るので ある。 

それさえ 出来たら、 自分 はどう やら 世界中の 人類 を 

悉く 愛し 得られる ように 思う。 又、 如何なる 労作 も少 

しも 苦痛で なく、 喜んでな し 得られる ような 気がする- 



な 考え を 発表した いと 思って いる。 この 漫語は 一まず 

これで 切り あげよう。 二 九 ニー 年 五月 二十 九日) 

※ェ 卩 底本 「劫々」。 『選集』 で 「なかなか」 となって 

居る のに 合せて 訂正。 

》2= 底本 「生まれて た」 を 「生まれで た」 に 訂正。 

※ョ卩 底本 「劫々」。 『選集』 で 「なかなか」 となって 

居る のに 合せて 訂正。 

※斗卩 底本 「立 所」。 読みに くいので 『選集』 によ リ訂 

正。 

※5= 底本 「ご を 「、」 に 訂正。 



底本： 「辻 潤 著作 集 3 浮浪 漫語」 オリオン 出版社 

1970 (昭和 化) 年 3 月^日 初版 発行 

※表現のお かしい 箇所 は、 「辻 潤 選集 玉 川 新 明 編」 五 

月 書房、 1981 (昭和 S) 年^ 月：： 日 初版 を 参照し 

て 訂正した。 

人. R .. et.vibf nothing 

校正 .. et.vibf nothing 

ファイル 作成 ： et.vibf nothing 

1999 年 ー 月 M 日 公開 

1 9 9 9 年 <9 弓 6 日彥正 

青空 文庫 作成 ファイル " 



この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jp/) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



